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1――増加する空き家 

 

令和 5年の住宅・土地統計調査によると空き家の総数は約 900万戸あり、そのうち、賃貸や売却な

どの目的や別荘などの二次的住宅として活用されていない空き家は約 400 万戸存在する。平成 30 年

の同調査では空き家の総数が約 850 万戸、「その他空き家」iは約 350 万戸であり、空き家総数、二次

的住宅として活用されていない住宅ともに大幅に増加しており、空き家の問題はこれからも続いてい

くことが予想される。 

空き家の中には腐朽・破損により活用が難しいものが存在する。令和 5年の住宅・土地統計調査に

よると約 2割の空き家に腐朽・破損があるとの結果であった。 

 

 

図-1 空き家の腐朽・破損の割合(令和 5年住宅・土地統計調査(総務省統計局)より) 

 
i 令和 5年の調査より「その他空き家」から名称が変更となった。 
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腐朽・破損の程度が大きい空き家については、活用が難しくなることもあり、除却という選択肢を

考えなければいけない。 

 

2――空き家と物語論 

 

1｜空き家に存在する物語 

物語は人の意思決定や態度変容に影響を与える大きな要因となっている。人間の思考の方法として、

数値などを用いた論理性を重視するものとストーリーの一貫性や心情に問いかけるような物語を重視

するものがあり、二つの思考を組み合わせて意思決定や態度変容が行われている。これまで物語につ

いての研究は小説や神話などの創作物についての分析が主であったが、現在ではコミュニケーション

として物語を活用すること 1や社会科学の分野にも活用されている 2。 

物語の定義は様々であるが、主に「出来事のプロットが続いているもの」を指し、それには「始ま

り-中間-終わり」が存在する。 

 

2｜空き家活用における物語 

実際に空き家活用の事業を行うにあたって、空き家がどのように活用されてきたかといったような

物語が重要である。公益財団法人東北活性化研究センターの調査において、空き家活用の事例調査よ

り、空き家活用の事業を行うにあたって空き家の物語性を理解し、活用することが重要であることが

分かった。この調査では空き家の物語の活用について以下のように分析を行った(図-2)3。 

・空き家等の物語を活用する。 

 これまでの活用者によって使われていた様子や思い出などを提示することで、物件を魅力的に

感じさせるものやリノベーションの際に以前の面影を残すことで、新たな活用者や地域住民の

愛着を継続させるもの等 

・未来についての物語を活用する。 

 空き家をどのように活用していきたいかを利用希望者が語ることによって、空き家所有者が空

き家を貸したくなるように態度変容を促すことや空き家を活用した事業を周りが応援してくれ

るような状態を作り出す。 

・物語の登場人物や物語に触れる人を増やす。 

 従来、空き家活用に関わっていた属性以外の人も関われるような仕組みづくりを行う。 

・地域に物語を広げる。 

 地域の特性に着目したものや地域とのコミュニケーションを行うことで、地域との繋がり持ち

ながら事業を進める。また、地域に根差して事業を行うことで周囲への影響を与える。 

・物語性を高める。 

 デザインの統一感を持たせることやテーマや目的を明らかにする。 
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図-2 空き家の魅力向上と物語の関係(東北活性研報告書より 3) 

 

このように物語を活用することで空き家の魅力の向上に繋げることが可能になる。 

 

3――物語を続ける事業 

 

1｜空き家の物語の断絶 

空き家を除却した時にその建物に根差した物語が途切れてしまい、物語の活用は出来なくなってし

まう。特に代々引き継いできたものに関しては自分の代で途切れさせることを敬遠し、除却に踏み切

れない様子も見られる。空き家の除却を進めていくためにも物語を継続できるような方法を行ってい

く必要があると考えられる。その方法として空き家のアップサイクルに着目する。 

 

2｜役割を果たした後の物語 

あるものがその役割を果たした後に別の形で役割を果たすことがある。特に新しい価値を持つもの

として再活用するものを「アップサイクル」と呼び、日常生活のなかでも様々なものが再活用されて

いる。例えば、ランドセルを革小物にするもの 4や、紙袋を鞄にするもの 5などがみられる。アップサ

イクルには思い入れを保つような効果が期待でき 6、物語の継続を行うことが出来るのではないか。 

空き家の除却においてもアップサイクルの視点をもって行うことで物語を継続することが可能だと

考える。既に解体した空き家の部材等を活用する事例が存在する。長野県に本社のある株式会社山翠

舎iiでは、店舗のデザインや設計を行っている。その中で、戦前に建てられた古民家の解体によって発

生した木材を「古木(こぼく)」と定義し、古民家の解体によって発生した古木を再利用している。さら

 
ii 株式会社山翠舎 HP https://www.sansui-sha.jp/ 

https://www.sansui-sha.jp/
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に古民家の古木と無機質なコンクリートや金属などを活用して古民家のアップサイクルを行っている。

同社が手掛けた飲食店では、店舗の継続率が高い傾向が見られる。 

また、株式会社 ReBuilding Center JAPANiiiでは解体する建物から古材や家具などを引き取り、販売や

再利用を行っている。米国ポートランド州にあるNPO法人「ReBuilding Centeriv」をモデルとして事業

を行っているものである。古材や小道具の再活用だけでなく、規格外品の活用など広く、アップサイ

クルの取り組みを行うことで、「Rebuild New Culture」の理念の実現を目指している。同社の事務所に

はカフェや図書館も併設しており、多くの人がこの場所を訪れ、同社の運営に協力するサポーターズ

として参加している人も多い。 

これらの事業は、空き家の解体によって出た部材を活用することで新たな需要を呼び起こしている

事例であり、アップサイクルを通じて新たに価値が創出された事例といえよう。 

 

4――除却後も物語を続けるために 

 

空き家のアップサイクルには移築や家具を再利用するような、再利用前のそのままの姿に近いもの

を残すような形だけでなく、部材をリノベーションに用いるような元の形とは異なった状態で活用さ

れるものがある。モノに対する思い入れはその形がそのまま残っているだけでなく、形が変わったと

しても思い入れが続くものであり 6、空き家の物語を継続出来るのではないか。古材を活用できるよう

にするためには、一般的な解体よりコストがかかる可能性がある。しかし、空き家の物語性を保持す

ることによって、解体後にも価値を持たせ続けられる。空き家の除却は、建物としての形を失ってし

まうことになり、物語の終焉を迎えることになる。しかし、アップサイクルの視点のもと、空き家の

除却を行うことは物語が継続されることに繋がり、除却に対する後ろめたさも軽減することが期待さ

れる。 
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